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議
案
第
二
百
四
号 

 
 

 
 

子
育
て
し
や
す
い
福
島
県
づ
く
り
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 
 

子
育
て
し
や
す
い
福
島
県
づ
く
り
条
例
（
平
成
二
十
二
年
福
島
県
条
例
第
八
十
号
）
の
一
部
を
次
の 

よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

前
文
中
「
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
」
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 
 

こ
う
し
た
中
で
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
（
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太

平
洋
沖
地
震
及
び
こ
れ
に
伴
う
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
る
災
害
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
は
、
本

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

県
の
子
ど
も
と
家
庭
を
取
り
巻
く
環
境
に
深
刻
か
つ
重
大
な
変
化
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。 

 

多
く
の
子
ど
も
達
が
県
内
外
へ
の
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
中
で
も
母
子
避
難
に
よ
る
二
重
生
活
は
、

家
庭
生
活
の
在
り
方
自
体
に
影
響
を
与
え
て
い
る
ほ
か
、
放
射
線
の
影
響
に
よ
る
健
康
上
の
不
安
、
屋 

外
活
動
の
制
限
に
よ
る
体
験
活
動
機
会
の
減
少
な
ど
、
新
た
な
課
題
を
抱
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

 
 

こ
れ
ら
の
課
題
に
対
応
し
、
一
日
も
早
く
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福
島
県
を
取
り
戻
す
た
め
に
は
、
本 

県
の
子
育
て
環
境
の
復
興
再
生
に
向
け
た
重
点
的
な
施
策
を
迅
速
に
展
開
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

と
も
に
、
人
と
人
と
の
絆
や
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
心
を
育
む
こ
と
が
大
切
で
す
。 

 
 

第
三
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

 
 

四 

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
深
刻
な
影
響
を
受
け
て
い
る
本
県
の
子
育
て
環
境
の
復
興
再
生
の
た

 
 

 

め
、
積
極
的
に
対
策
を
進
め
る
こ
と
。 

 
 

第
八
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

２ 

前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
県
は
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
子
育
て
環
境
の
復
興
再
生
に
向

 

け
て
、
次
に
掲
げ
る
施
策
を
実
施
す
る
も
の
と
し
ま
す
。 

 
 
 

一 

子
ど
も
の
健
康
へ
の
影
響
に
配
慮
し
、
長
期
に
わ
た
る
健
康
管
理
及
び
保
健
医
療
体
制
の
充
実

 
 

 
 
 

を
図
る
こ
と
。 

 
 
 

二 

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
へ
の
影
響
に
配
慮
し
、
子
ど
も
の
活
動
の
場
等
の
環
境
整
備
に
努
め

 
 

 
 
 

る
こ
と
。 

 
 
 

三 

子
ど
も
の
日
常
生
活
へ
の
影
響
に
配
慮
し
、
子
ど
も
の
生
活
環
境
の
改
善
に
努
め
る
こ
と
。 

 
 

 
 
 

附 

則 

 
 
 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
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